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研究結論： 

 

試験の目的：グルコサミンの変形性膝関節症における軟骨損傷の悪化防止に対する効果の

評価。 

摂取期間・方法：24週間・塩酸グルコサミン含有飲料を、１日１回、1500mg摂取。 

試験の種類：無作為対照比較試験 

① 塩酸グルコサミン含有飲料：98名 

② プラセボ飲料：103名。 

被験者：膝に軽度から中程度の痛みがある集団。 

試験結果、軟骨の痛みや骨の損傷は 2 群間で同等であり、臨床的徴候で有意な差は認めら

れなかった。 

 

IADSAの見解： 

１．今回の研究発表はグルコサミンの 24週間摂取では変形性膝関節症の構造的悪化を軽減

しないという結果であった。 一方、グルコサミンが関節に有効であるとする研究は、総

体的にみて数多くある。また、世界骨関節症会議（The OsteoArthritis Research Society 

International: OARSI）は、「グルコサミンは骨関節症の痛みの緩和の治療におけるひとつ

の選択肢として推奨している」との声明を発表している。 

 

２．グルコサミンは、軟骨組織に不可欠な生体内構成成分であり、関節の衝撃緩和の役割

を果たしている。変形性膝関節症の患者に硫酸グルコサミンを経口投与後、グルコサミン

が関節及び全身に分布して活性を示すという明確な科学的根拠もある。 

 

３．この研究の、膝軟骨関節損傷の進行を遅らせることはないという主張に対して、数件  

のコメントが提出されている。 

 i) 健康食品で軟骨損傷の軽減による組織的な利点をみるには、24週間以上  

     の摂取期間が必要である。 



 ii) 関節の筋肉の状態や可動性などの機能的側面も、研究上、重要な指標として 

   同等に評価・検討するべきである。 

  iii) 毎日 1回 1500mgという多量摂取が、1回の摂取量は少なくても 1日に 2回、

   3回と分けて摂取した群に比べてより良い摂取方法になるとは限らないので 

   はないか。 

 

結論： 

この研究結果は、既報の研究結果から今まで蓄積されてきた科学的証拠を覆すものではな

く、グルコサミンが関節機能の補助食品として摂取されてきたことを否定するものではな

い。 
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